
                                                              

 

男女賃金格差について

年 月

グループは人や資本の持つ力に思いをはせ、私たち全員にとっ

てより良い世界、すなわち公正で持続可能な、誰もが豊かな暮らし

を送るチャンスがある世界を創り出すことを目指しています。その実

現のため、お客様やコミュニティに誇れるような、多様で公平で包括

的な人材の育成にも力を注いでいます。 はグループをあげて、

ジェンダーにとらわれることのない採用、昇進、雇用維持を積極的に

推進しています。

グループは、日本を含めた世界中の各拠点において、職種別公募・採用（いわゆる「ジョブ型」）の雇用を行ってい

ます。応募者、あるいは社員が自らのキャリアの方向性に沿って自発的に職種を選択・応募することができ、専門的な

能力・知識の向上に励むことができるよう環境を整えてきました。賃金制度においても、職種や職責レベルに応じて職

務内容や必要な業務経験や知識が異なることを踏まえ、外部市場報酬水準を勘案しつつ、職種や職責レベルに応じた

給与レンジを設定しています。

本レポートは、 人以上の社員を雇用している 証券株式会社（以下、「当社」）における報酬に関する情報開示

を目的としています。前述した グループの賃金制度に基づき、 年に当社が社員に支払った給与の男女格差

を比較したところ、同じまたは類似の役割に従事する男性と女性の社員に対しては、概ね平等に給与が支払われてい

ると言えるということが確認できました。なお、 において非正規雇用社員が占める割合は全体の約 となってお

り、その全員が同性であるため非正規雇用社員における賃金の性別による差異は検証することができません。また、

社員に現金で支払われた報酬の合計（給与と賞与）から構成される平均支払賃金を単純比較すると、当社が 年

に女性社員に支払った平均支払賃金は男性社員の となりますが、これは男性社員に高賃金のシニアレベル

社員が多いことに起因します。

当社は、社員に公正な報酬が支払われ、説明のつかないギャップが生じないよう、今後も会社全体で定期的かつ厳格

な内部報酬レビューを実施してまいります。

より多くの女性、そして多様なバックグラウンドの社員の雇用、維持、昇進に

対するグループのコミットメントは変わりません。 は、日本のみならず事

業を展開する拠点で 年までにシニアレベルに占める女性の割合を

に増やすという野心的な目標を設定しており、女性がますますシニアレ

ベルの職に就くようになれば、自然と全体としての男女間の賃金格差も縮小

することが想定されます。

が多様で公平かつインクルーシブな文化をどのように創造しているかについての情報は、

をご覧ください。



                                                              

 


